
 

 

 

   

 

平成 27年 9月 29 日 

報道関係者各位 

国立大学法人 筑波大学 

 

筑波大学 国際統合睡眠医科学研究機構、米国メルク社と創薬共同研究契約を締結 

 

国立大学法人筑波大学（所在地：茨城県つくば市、学長：永田恭介、以下「本学」）国際統合睡眠医科学研究

機構（WPI-IIIS、機構長：柳沢正史、以下「IIIS」）は本日、Merck & Co., Inc., Kenilworth, N.J., U.S.A.（本社：ニュー

ジャージー州ケニルワース、会長兼 CEO：ケネス C. フレージャー、米国とカナダ以外では「MSD」、以下「米国メ

ルク社」）との中枢神経領域の創薬研究契約（以下「本契約」）を発表しました。本契約は、本学における海外企

業との初めての大型共同研究契約です。 

 

「今回の共同研究契約締結を大変うれしく思います。当機構の基礎研究で得られた知見を米国メルク社の創

薬研究における専門技術と融合させることで、新たな治療法を患者さんにお届けできるものと期待しています」と、

IIIS 機構長 柳沢正史教授は述べています。 

 

本契約に基づき、柳沢教授および長瀬博教授（IIIS 主任研究者）の研究グループが米国メルク社の中枢神経

系研究者と提携し、創薬研究を実施することで、創薬に携わる科学者の交流を促進し、中枢神経疾患の新たな

治療選択肢の探索が加速することが期待されます。 

 

本契約により、本学は今後 2 年間にわたり研究費を受領します。また米国メルク社は、共同研究により得られ

た技術や資産の独占的ライセンス許諾を本学から受ける権利の優先交渉権を保有します。 

 

 

 問合わせ先  

筑波大学 国際統合睡眠医科学研究機構 

〒305-8575 茨城県つくば市天王台 1-1-1 

E-mail: wpi-iiis-alliance@ml.cc.tsukuba.ac.jp  

Tel: 029-853-5857 

 


